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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間は、当社が属するICTサービス市場においては、１)ICTによる各種社会インフラの高

度化、２)幅広い産業でのIoT、ビッグデータ、AI、ロボット技術などへの注目、３)働き方改革の取り組みにおけ

るICTの活用、などの要因を背景に、ICTサービスに対するニーズが引き続き拡大傾向にあるものと認識しておりま

す。 

 このような状況の中、当社グループは平成29年度を初年度とする中期経営計画を策定し、平成29年4月1日に当社

と連結子会社5社の合併を行い、当社グループ内の事業・組織再編を実施いたしました。 

これにより、これまで各子会社において顧客に対し個別に提案、販売されていた製品・サービスの相互販売(クロ

スセル)強化などに取り組んでおります。 

 当第２四半期連結累計期間における、当社グループの状況は、売上高はサポートサービス事業、システム運用・

サービス事業の伸長などにより前期比で２億２百万円増加しましたが、営業利益は受託開発事業の減益などによ

り、前期比で16百万円の減少となりました。経常利益は営業利益の減少に伴い前期比で15百万円減少し、親会社株

主に帰属する四半期純利益は連結納税非対象連結子会社の増益による税負担の増加などにより、前期比で19百万円

の減少となりました。 

 

 以上の結果、売上高55億82百万円（前期比3.8％増）、営業利益29百万円（前期比35.6％減）、経常利益58百万

円（前期比20.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益20百万円（前期比48.7％減）となりました。 

 

 セグメントの状況は以下のとおりです。

当社は、平成29年4月1日に当社と連結子会社5社の合併を行い、グループ内の事業・組織再編を実施いたしまし

た。 

これに伴い、事業区分を適切に表すこととともに、事業再編の対象となっていない事業セグメントについてもより

わかりやすい表記とするため、第１四半期連結会計期間より下記の通り事業セグメントの変更を行うことといたし

ました。 

なお、各セグメントにおける前期比は、前期の数値をセグメント変更後の数値に組替えた上で比較を行っておりま

す。 

 

＜平成29年３月期まで＞                   ＜平成30年３月期から＞ 

クレオマーケティング事業                 ソリューションサービス事業 

クレオソリューション事業                 受託開発事業 

ココト事業                               西日本事業 

クレオネットワークス事業                 システム運用・サービス事業 

クリエイトラボ事業                       サポートサービス事業 

 

※セグメント変更に関する詳細は平成29年５月12日に開示した「事業セグメント変更に関するお知らせ」をご参照

ください。 

 

・ソリューションサービス事業 

（人事給与・会計ソリューション「ZeeM」をはじめとするソリューションサービスを提供） 

 売上高は収益性の低い事業の縮小などにより前期比で59百万円減少いたしました。営業利益は事業・組織再編に

よる費用最適化の効果などにより前期比で39百万円増加いたしました。 

 その結果、売上高は13億13百万円（前期比4.3％減）、営業利益１億13百万円（前期比53.0％増）となりまし

た。 

 

・受託開発事業 

（富士通グループ、アマノ株式会社をはじめとする大手企業に対して、システム受託開発サービスを提供） 

 主要既存顧客からの案件失注などの影響により、売上高は前期比で１億23百万円減少、営業利益は前期比で45百

万円減少いたしました。 

 その結果、売上高は５億38百万円（前期比18.7％減）、営業利益98百万円（前期比31.7％減）となりました。 

 

・西日本事業 

（名古屋以西の顧客に対して自社製品・サービスの販売および受託開発サービスを提供） 

 既存顧客からの受託開発案件増加などにより、売上高は前期比で42百万円増加、営業利益は前期比で20百万円増

加いたしました。 
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 その結果、売上高は５億80百万円（前期比8.0％増）、営業利益41百万円（前期比95.8％増）となりました。 

 

・システム運用・サービス事業 

（主に国内大手ポータルサイト事業者に対してシステム開発・保守・運用サービスを提供） 

 既存顧客からの受注増などにより、売上高は前期比で１億48百万円増加いたしましたが、売上増加に伴う外注費

の増加などにより営業利益は前期比で２百万円減少いたしました。 

その結果、売上高は９億87百万円（前期比17.7％増）、営業利益43百万円（前期比5.8％減）となりました。 

 

・サポートサービス事業 

（ヘルプデスク、テクニカルサポートを中心としたサポート&サービスおよび、社会調査、市場調査などのコール

センターサービスを提供） 

 コールセンターサービスの受注拡大などにより、売上高は前期比で１億94百万円増加、営業利益は前期比で21百

万円増加いたしました。 

 その結果、売上高は21億62百万円（前期比9.9％増）、営業利益98百万円（前期比28.4％増）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

 当第２四半期連結会計期間末の流動資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、30百万円の減少となりまし

た。

 これは主として、売掛金の減少およびたな卸資産の増加によるものです。

 固定資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、１億22百万円の減少となりました。

 これは主としてソフトウェアおよび差入保証金の減少によるものです。

 流動負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、10百万円の減少となりました。

 これは主として買掛金等の減少および賞与引当金の増加によるものです。

 固定負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、12百万円の減少となりました。

 これは主として、長期未払金の減少によるものです。

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、131百万円の減少となりました。

 これは主として配当金の支払いによるものです。

 

②キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営業活動で獲得した

資金を、無形固定資産の取得、配当金の支払等で使用した結果、前連結会計年度末と比較して１億43百万円増加

し、当第２四半期連結会計期間末には34億71百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は３億33百万円（前年同四半期は４億42百万円の収入）となりました。主な要因

は、税金等調整前四半期純利益58百万円、売上債権の減少４億18百万円、たな卸資産の増加２億56万円によるも

のです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は33百万円（前年同四半期は３億28百万円の支出）となりました。主な要因は、無

形固定資産の取得による支出60百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は１億56百万円（前年同四半期は１億33百万円の支出）となりました。主な要因

は、配当金の支払額１億8百万円によるものです。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 通期の連結業績予想に関しましては、平成29年５月12日付け「平成29年３月期決算短信」において公表いたしま

した数値より変更はございません。

 連結業績予想には、リスクや不確実性を含んでおり、そのための様々な要因の変更により、大きく異なる結果に

なる可能性があります。通期の連結会計期間においては、以下のようなリスクがあります。

 

 当社グループの多くの事業セグメントは、売上高および利益が第２四半期および第４四半期に特に集中する傾向

があります。両会計期間における売上および利益計上が計画通りに推移しない場合、業績予想と実績が大きく乖離

する可能性があります。

 個別の事業セグメントに固有のリスクについては下記の通りです。

 

 ソリューションサービス事業については、新規顧客の獲得の遅れが生じた場合、あるいは通期の連結会計期間

に予定しているライセンス販売等の検収が次期にずれ込む場合には、予想と実績が大きく乖離する可能性がありま

す。

 受託開発事業については、事業の性質上通期の連結会計期間末に検収が集中しており、検収の進捗により売上計

上時期が次期にずれこむ可能性があります。また、今後の開発状況によっては不採算プロジェクトが顕在化する可

能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,328 3,471 

受取手形及び売掛金 2,234 1,816 

商品及び製品 2 5 

仕掛品 145 399 

その他 278 266 

流動資産合計 5,990 5,959 

固定資産    

有形固定資産 352 333 

無形固定資産    

のれん 132 113 

その他 468 414 

無形固定資産合計 600 527 

投資その他の資産    

その他 335 304 

貸倒引当金 △23 △23 

投資その他の資産合計 312 281 

固定資産合計 1,265 1,142 

資産合計 7,255 7,102 

負債の部    

流動負債    

買掛金 531 461 

未払法人税等 65 62 

賞与引当金 395 469 

役員賞与引当金 4 － 

その他 944 937 

流動負債合計 1,941 1,930 

固定負債    

未払役員退職慰労金 26 26 

退職給付に係る負債 － 0 

資産除去債務 59 59 

その他 68 56 

固定負債合計 154 142 

負債合計 2,095 2,073 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,149 3,149 

資本剰余金 562 562 

利益剰余金 1,521 1,433 

自己株式 △106 △148 

株主資本合計 5,127 4,996 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1 0 

その他の包括利益累計額合計 1 0 

非支配株主持分 31 32 

純資産合計 5,160 5,029 

負債純資産合計 7,255 7,102 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 5,379 5,582 

売上原価 4,349 4,504 

売上総利益 1,030 1,077 

販売費及び一般管理費 983 1,047 

営業利益 46 29 

営業外収益    

受取利息 0 1 

受取配当金 1 0 

助成金収入 15 20 

その他 11 8 

営業外収益合計 29 30 

営業外費用    

支払利息 0 0 

その他 1 1 

営業外費用合計 1 1 

経常利益 73 58 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 2 

特別利益合計 － 2 

特別損失    

その他 0 2 

特別損失合計 0 2 

税金等調整前四半期純利益 73 58 

法人税、住民税及び事業税 29 33 

法人税等調整額 0 0 

法人税等合計 29 34 

四半期純利益 43 23 

非支配株主に帰属する四半期純利益 3 2 

親会社株主に帰属する四半期純利益 40 20 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 43 23 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △0 △1 

その他の包括利益合計 △0 △1 

四半期包括利益 43 22 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 40 20 

非支配株主に係る四半期包括利益 3 1 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 73 58 

減価償却費 130 136 

のれん償却額 19 19 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 － 

賞与引当金の増減額（△は減少） 4 74 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △4 

受取利息及び受取配当金 △1 △1 

支払利息 0 0 

有形固定資産除却損 0 － 

投資有価証券売却損益（△は益） － △2 

売上債権の増減額（△は増加） 535 418 

たな卸資産の増減額（△は増加） △108 △256 

仕入債務の増減額（△は減少） △40 △70 

未払金の増減額（△は減少） △145 △158 

その他 17 168 

小計 485 385 

利息及び配当金の受取額 1 1 

利息の支払額 △0 △0 

法人税等の支払額 △44 △52 

営業活動によるキャッシュ・フロー 442 333 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △15 △4 

無形固定資産の取得による支出 △221 △60 

差入保証金の差入による支出 △79 △16 

投資有価証券の売却による収入 － 5 

差入保証金の回収による収入 0 43 

貸付けによる支出 △50 － 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
38 － 

その他 0 △0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △328 △33 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の取得による支出 △0 △42 

配当金の支払額 △129 △108 

非支配株主への配当金の支払額 △1 △1 

リース債務の返済による支出 △1 △4 

財務活動によるキャッシュ・フロー △133 △156 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △19 143 

現金及び現金同等物の期首残高 3,599 3,328 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,580 3,471 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 該当事項はありません。 

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

当社は、平成29年４月１日付で、当社を存続会社とするグループ会社５社の吸収合併を実施いたしました。これに

より、特定子会社の株式会社クレオマーケティング、株式会社クレオソリューションは消滅し、連結の範囲から除

外しております。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
          （単位：百万円） 

 

ソリュ 
ーションサービ 

スカ 
ンパニー事業 

受託開 
発事業 西日本事業 

システ 
ム運用・サービ 

ス事 
業 

サポートサービ 
ス事業 合計 

売上高            

外部顧客への売上高 1,373 661 537 838 1,968 5,379 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
5 － － － 112 118 

計 1,379 661 537 838 2,080 5,498 

セグメント利益又は損

失(△) 
74 143 21 45 76 361 

 

 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 361

セグメント間取引消去 △31 

全社費用及び利益（注） △283

四半期連結損益計算書の営業利益 46

  （注）全社費用及び利益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費や経営指導料等であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

 

ソリュ 
ーションサービ 

スカ 
ンパニー事業 

受託開 
発事業 西日本事業 

システ 
ム運用・サービ 

ス事 
業 

サポートサービ 
ス事業 合計 

売上高            

外部顧客への売上高 1,313 538 580 987 2,162 5,582 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
16 － － 0 92 109 

計 1,330 538 580 987 2,254 5,691 

セグメント利益又は損

失(△) 
113 98 41 43 98 394 

 

 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 394

セグメント間取引消去 △68

全社費用及び利益（注） △296

四半期連結損益計算書の営業利益 29

  （注）全社費用及び利益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費や経営指導料等であります。

 
 ３．報告セグメントの変更等に関する事項

 従来、当社グループの報告セグメントは、「クレオマーケティング事業」、「クレオソリューション事

業」、「ココト事業」、「クレオネットワークス事業」及び「クリエイトラボ事業」の５区分としておりま

したが、当連結会計年度から「ソリューションサービス事業」、「受託開発事業」、「西日本事業」、「シ

ステム運用・サービス事業」及び「サポートサービス事業」の５区分に変更することといたしました。 

 これは、グループ内の事業・組織再編に伴い、対象顧客・市場、事業内容による区分を明確にするためで

あります。

 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成した

ものを開示しております。
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